
場所打ちコンクリート杭の本数減・杭長短縮を実現
場所打ちコンクリート杭の中間部と先端部に拡大部を設け、鉛直支持力・引抜き抵抗力を
増加させることで、杭本数減や杭長短縮を可能とし掘削土量削減と工期短縮を実現します。
中層から超高層までの幅広い建築物に適用できます。
CO2排出量を抑えたコンクリート（高炉セメントC種相当）を使用できます。

拡大径：最大5.5m
コンクリート強度：最高Fc80

5.5m

4.8m

引抜き抵抗力
2 倍程度
終局最大

40MN 程度

5.5m

鉛直支持力
1.9 倍程度
長期最大

100MN 程度

T-EAGLE杭工法 従来工法
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T-EAGLE杭の試験状況

※2 中間拡径部 1 箇所と拡底部を有する場合

※1 大成建設（株）を元請けとする場合のみ

※1

※2



技術認証
建設技術審査証明 ： BL審査証明ｰ043　　　評定（支持力） ： 評定CBL FP012ｰ19号、 FP013ｰ19号

施工手順
軸部掘削 中間拡径バケット設置 中間拡径掘削 軸部掘削 拡底バケット設置 拡底掘削 スライム処理 鉄筋設置 コンクリート打設
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T-EAGLE杭工法 従来工法
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中間拡径バケット 拡底バケット

T-EAGLE掘削バケットと現場実証実験

中間拡径部の掘出し調査 拡底部の掘出し調査
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